
地

球

蟹

Z
蓋

世

町
北
の
少
部
分
は
此
園
に
あ
ら
は
れ
で
居
な

い
)
｡
比
の

岡
崎
の
批
寺
に
前
蓮
の
滑
表
法
な
行
ふ
と
､
柳
河

町
の

み
が
寺
の
地
域
と
在
る
の
み
で
､
他
は
露
く
醐
配
の
地

域
と
な
っ
て
了
ふ
｡

石
見
島

｡有
明
術
海
響

拝
で
は

(
但
し
前
掲
地
形
間

の
示
す
範
囲
で
)
糾
配
が
沸
閣
よ
少
も
多
-
p
此
の
鮎

は
伊
勢
轡
北
岸
地
方
の
場
各
に
瓶
似
し
て
居
る
0
然
る

に
沿
梅
地
方
に
於

てrb
へ
'
俳
閥
の
混
入
の
少
く
な

い

事
は
'
伊
勢

｡
兇

島､
並
に
有
明
の
三
轡
岸
共
通
の
現

象
で
あ
る
｡

武
減
野
に
於
け
る
替
地
開
墾
に
よ
る
農
村
の
如
き
で

は
'
常
初
の
地
割
を
行
ふ
と
同
時
に
俳
閣
の
敷
地
が
割

皆
て
ら
れ
て
ゐ
た
｡
そ
し
て
帥
社
は
其
れ
以
後
に
建
設

さ
れ
て
ゐ
る
｡
歴
史
的
に
同

左

宗
派
踊
係
は
あ
っ
た

79
の
が
集
囲
移
任
を
す
る
場
各
に
は
､
衆
落
教
生
と
同

時
は
寺
を
必
要
と
す
る
筈
で
あ
る
0
然
し
武
戴
野
の
寛

文
年
間
の
上
述
の
栄
蕗
が
此
の
輔
係
に
在
っ
た
事
を
直

ち
望

此
欝
す
る
事
は
出
水
を

い
｡
既
述
し
た
上
川
平
野

の
ベ
ー
パ
ソ
川
流
域
で
は
､
地
形
図
に
よ
っ
て
観
る
と

解
的
批

三

蒜

七

二

藤
島
囲
鰹

｡
宮
城
圃
櫨
､
及
び
越
中
圃
髄
等
の
地
名
の

示
す
様
に
､
圃
他
移
住
が
行
は
れ
ね
ら
し

い
が
寺
は

一

っ
も
見
散
ら
を

い
｡
此
等
の
誰
瓢
は
其
の
内
容
の
検
討

に
倹

つ
よ
与
他
は
方
法
が
な

い
｡

以
上
不
充
分
夜
記
載
は
終
っ
た
観
が
あ
ヵ
､
特
に
形

態
に
重
き
を
樫
さ
過
ぎ
た
事
は
敢
初
に
も
断
っ
た
過

少

で
､
賂
楽
日
を
改
め
て
御
叱
正
を
仰
ぎ
た
い
J
J
瓜
っ
て

ゐ
る
.
荷
p
五
寓
分
の

一
地
形
樹
上
で
夜
し
た
狗
白
の

研
究
方
法
に
就
で
は
方
法
論
的
吟
味
を
嬰
す
る
で
あ
ら

ぅ
が
此
れ
も
省
略
し
､
只
管
先
輩
各
位
の
御
批
判
を
待

つ
次
第
で
あ
る
｡
(
一
九
三
ハ三
上
へ)
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新

著
紹骨

≡■≡-≡-≡-
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1一

〇
新
涯
よ
り
ゴ
ヒ沙

漠
を槙
ざる
蕊

洲
蛾
荒

憲

政

昭
和
十
年
十

一
月
発
行

本
番
も
亦
路
幽
紐
商
訓
査
骨

員

ネ
ダ

ー
チ

ン
夫
人
と
ネ
ダ
ー
チ
ナ
と

の
著
越
で
完

-
七
咋
よ
｡
完

二
八
年
に
於

て

新
は
河
北

却
よ
豊

で

笈
を
(
て
郎
路
に
至
る
放
行
紀
及
び
新
弼
北
に
ゴ
ビ
沙

機
構
断
記
で
あ

る
'
施
行
し
た
地
糊
が
あ
-
翁
虎
も
川
て
ゐ
る
完
味
な
新
暇
に
も
弟
は

し
い
解
析
も
あ
れ
ば
紫
色
も
あ
る
文
串
,G
渋
み
や
す

い
､
六
､
七
月
の



Sa
.
熟
に
沙
純
の
構
断
だ
か
ら
､
い
か
に
弟
熟
に
甘
む
か
ZJ
よ
-
わ
か
る

午
後
五
時
又
は
夜
に
入
っ
て
か
､カ
川
放
し
て
ゐ
て
日
中
米
社

の
中
で
茄

だ
っ
た
様
子
な
ど
恕
倣
以
上
で
あ
る
ら
し
い
｡
ゴ
ビ
の
沙
地
の
中
で
､

加
ふ
る
に
ブ
ラ
ン
と
い
ふ
蕗
凪
に
あ
ひ
､
胞
か
ら

い
池
水
を
飲
む
だ
り

沈
附
し
な
か
っ
た
p
t
鮒
瀧
で
な
-
て
は
と
て
も
放
れ
.る
土
地
で
は
な

い
と
見
え
る
'
お
ま
け
に
弧
髄
関
に
川
逢
ふ
t
や
う
や
-
に
し
て
抑
線

に
安
諭
し
た
う
れ
し

F
,
'
諏
む
者
も
同
楢
が
川
氷
る
0
(
藤
川
)

0

外

蒙

古

地

誌

上
下
二

審

南
端
洲
地
道
株
式
骨
枇

L_=
利
十
年
十

1
月
十
二
E
:発
行

本
韻
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
揮
管
固
司
令
部
数
行
の

｢
接
壊
仙
郷
兵
用
地

誼
｣
餌
二
審
毅
古

の
桃
誰
で
参
鱗
大
尉

ハ
ル
モ
フ
桐
蕃

t
九

一
四
年
に

出
た
も
の
で
あ
る
､
節

一
流
全
教
枇
服
飾
二
頂
恥
部
地
院
粍
槻
が
上
海

で
下
私
は
略
紺
峰
と
利
和
多
の
術
地
位
に
わ
た
る
'
推
史
方
術
で
は
成

山
=
思
汗
以
後

の
細
腿
を
や
1

評
過
し
性
比
の
分
和
に
及
び
解
離
的
見
地

よ
り
且
た
る
毅
廿
の
細
桝
列火
潜
は
飴
税
評
し
-
の
ぺ
て
あ
る
､
本
番

の

束
部
地
院
で
は
興

公
助
を
こ
え
て
鵜
洲
に
川
る
砥
路
交
池
を
明
に
L
t

骨
珠
爾
p洗
掘
､
ド
ロ
ン
ノ
ル
呼

の
位
紀
を
明
に
し
て
あ
る
'
勿
論
､
こ
れ

は
ロ
シ
ア
か
ら
の
共
用
の
村
越
で
あ
っ
て
'
鵜
洲
か
ら
の
布
衣
で
な

い

か
ら
参
考
と
し
て
他
山
の
ポ
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
｡
雛
桝
地
州
と
し

て
は
牧
商
と
位
作
物
以
外
に
多
数

の
緋
産
も
あ
る
で
あ
ら
う
が
､
そ
れ

は

完
州
も
述
べ
て
な
い
の
が
不
充
分
で
あ
る
O

下
篠
の
方
も
交
池
線
路
は
詐
逃
さ
れ
.LJ
お
る
が
地
茄
の
総
研
的
方
-FP

は
牧
畜
と
地
顔
以
外
に
H
t.J
な
い
O
(
藤
閃
)

秋

和

雑

報
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l
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○
黒

河

の
河

運

昭
利
十
和
池
亀
江
の
射
水
は
凹
月
廿
三
日
に
始

まり
正
月
lB
R
沈
永
開
始
､
十

一
円
か
ら
航
行
が
川
氷
た
故
に
二
十

.i

日
に
ハ
ル
ビ
ン
か
ら
汽
掛
が
柴
河
港
に
つ
い
た
｡
銀
河
の
河
辺
は

ハ
ル

ビ
ン
的
…
河
間
と
､
(:=･rE～
灘
河
剛
上
流
で
は
胡
河
膜
河
間
'
供
河
と
布

克

仲
間
､
及
び
哨
河
窺
串
間
の
五
縦
で
あ
っ
て
､
各
線
北
ハ赤
尾
船
を
配
し

て
ゐ
る
｡
組
数
二
十
二
袋
､
十
叫
蔚
社
船
数

二
七
四
生
に
捜
し
雑
株
容

二
湘
三
千

三
甘
傭
人
､
･1.6
と
し
て
探
余
の
非
力

と
川
縁

の
江
梓
歴
代

で
､
韻
河

(
の
移
;
<
砦
物
は

甘
八
代
凹
千
和
庇

に
治
し

メ
-
ケ
ン

粉
､
雛
袋
を
入
れ
､
木
材

･
木
耳

･
紅
斑

｡
毛
政
を
11E
だ
す
O

い
づ
れ

も
餌
は
少

い
十
月
二
十

.I
E
恰
関
城
拙
河
閉
経
航
､
兇
::河
布
克
特
は
十

月
二
十
五
日
経
机
｡

水
朗
に
よ
る
巡
遊
費
は
蚊
冶
位
よ
り
も
多
少
低
鞭
で
あ
る
か
ら
叔
近

汽
船
の
利
州
が
地
ん
で
'
軸
路
方
術
に
も
親
分
の
群
舞
を
興

(
る
に
至

っ
た
｡
給
水
車
烈
河

へ
の
降
測
荊
iib
.均
は
梅
月
二
千
布
舵
内
外
の
も
の

が
､
水
鎚
開
始
と
非
に
的
中
職
し
た
と
い
は
れ
る
O
喪
容
は
虫
と
し
て

鼎
髄
江
iE
仲
仕
拭
及
TlS
力

の
移
潮
で
､
水
越
が
開
け
る
と
山
水
及
滴
浦

万
両
か
ら
の
甘
力

の
衆
徒
戯
繋
と
な
る
｡

こ
れ
.ら
の
幣
カ
は
す
べ
て
践

道
で
鼎
河
に
氷
り
､
そ
れ
.か
ら
､
吏
ら
に
水
鎚
で
モ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

か
ら
､
解
永
期
間
は
鎖
泣
に
の
る
お
解

の
数
が
相
加
し
相
好
群
を
輿

へ

る
｡締

永
和

の
恩
髄
江
純
粋
各
地
方
は
椅
以
外

の
交
迎
機
関
は
全
然
枇
絶

望
温

七
三


